　　　
　　





企画講師／／山崎　晃資 先生／／　　　　　　　　


山崎　 晃資　先生：目白大学大学院生涯福祉研究科・人間学部子ども学科 教授


高橋　 祥友　先生：防衛医科大学校・防衛医学研究センター・行動科学研究部門 教授


奥山 眞紀子　先生：国立成育医療センター こころの診療部長


青木　   豊　先生：相州乳幼児家族心療センター センター長（あつぎ心療クリニック附属）


下山　 晴彦　先生：東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース 教授





講師ご紹介       





№1012０





第五回・臨床児童青年精神医学入門


－ 現代に生きる子どもへの理解と対応 －





～「困り感」のあるすべての子どもたちを救うために～
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�
日　程�
時　　間�
テ 　ー 　マ�
講　　師


（敬称略）�
�
�
６月


２６日


（土）�
13:00～14:30�
子どもの臨床診断と治療的かかわり�
山崎　 晃資�
�
�
�
14:45～16:15�
青少年のための自殺予防�
高橋　 祥友�
�
�
�
16:30～18:00�
児童虐待と治療的アプローチ�
奥山 眞紀子�
�
�
６月


２７日


（日）�
 9:00～10:30�
乳幼児期の母子治療�
青木　　豊�
�
�
�
10:45～12:15�
最近の学生相談で見えてくるもの�
下山  晴彦�
�
�
�
13:30～15:00�
アスペルガー症候群と就労支援�
山崎　晃資�
�
�
�
15:15～16:15�
質 疑 応 答�
二日目の講師


（予定）�
�






発達障害講座2





最近、児童虐待、校内暴力、自殺、青少年事件など、青少年にまつわるニュースが毎日のように報道されている。「最近の若者は」というおとなの嘆きは、5,000年以上も前にすでに洞窟に彫り込まれていた。考えておかなければならないことは、子ども達は、おとな文化（子どもにとっての「異文化」）とのまさに葛藤の中に生きているということである。


　そこで本講座では、現代に生きる子ども達への理解と対応を進めるために、それぞれの領域においてまさに最先端の研究と実践を行っている方々を講師陣にお迎えした。一人でも多くの方々に参加して頂きたい。


目白大学大学院教授　山崎　晃資





期　日　：２０１０年 ６月２６日（土）～２７日（日）


受講対象：教育・医療・相談･福祉・保育に関わる専門家、及びこの分野に関心のある方


定　員  ：１５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料  ：１２,０００円（税込）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　催  ：明治安田こころの健康財団


会　場  ：明治安田こころの健康財団２Ｆ講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０


　03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分


           （※ 詳細地図は受講証に添付いたします）

















